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ఆ　ྫ　会

平成30年度 第２回（６月）定例会

ຽੜඅ
γεςϜվमҕୗྉ�

141万円
ʮࢠͲ΋ͷੜ׆ʹؔ͢Δ࣮ଶௐࠪʯ�

ҕୗྉ�
29万円

ҭඅڭ
ਓڭݖҭۀࣄ
22万円

঎޻අ
ʮւลͷۚڕͷ·ͪʯ�

ҕୗྉۀࣄ
750万円

૯຿අ
ίϛϡχςΟۀࣄॿ੒ۚ

250万円

　݄̒ఆྫ会はɺ̒ ݄��೔͔Β��೔までͷ̑೔ؒͷ会ظで։ͨ͠࠵。

　ิਖ਼༧݅̍ࢉɺ৚ྫ̎݅ɺใ݅̏ࠂɺࢾ໰̍݅ɺ議ఏ̍݅Λ৹

議͠શ議ҊՄܾͨ͠。

Ұൠ会ิܭਖ਼

૯ɹֹ

������������������������ສԁສԁສԁສԁ

������ԯԯ���������������ສԁສԁສԁສԁ

にରͯ͠ෆ଍ֹは༧උඅよりิరֹࢉೖ༧ࡀ˞

おもな事業内容おもな事業内容おもな事業内容おもな事業内容おもな事業内容おもな事業内容おもな事業内容おもな事業内容おもな事業内容
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ఆ　ྫ　会

※
専
決
処
分
と
は

議
会
の
権
限
に
属
す
る

事
項
に
つ
い
て
、
町
村

長
が
議
会
に
代
わ
っ
て

意
志
決
定
を
行
う
。

【
内
容
】

　

繰
越
し
た
空
家
等
解
体

及
び
除
去
事
業
と
地
域
優

良
賃
貸
住
宅
整
備
事
業
を

平
成
��
年
度
に
執
行
す

る
。

【
内
容
】

　

熊
本
地
震
の
復
旧
復
興

に
伴
う
事
業
の
集
中
に
よ

り
、
資
材
価
格
等
の
高
騰

に
よ
り
入
札
不
調
に
な

り
、
総
務
費
の
一
部
を
平

成
��
年
度
に
繰
越
し
た
も

の
。

໰
（
濱
﨑
議
員
）

金
魚
ロ
ー
ド
は
、
ど

こ
か
ら
ど
こ
ま
で
か
。

౴
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

長
洲
駅
か
ら
金
魚
と

鯉
の
郷
広
場
、
長
洲
駅
海

岸
線
で
あ
る
。

໰
（
福
永
議
員
）

児
童
福
祉
総
務
費

で
、
貧
困
に
対
す
る
報
告

書
作
成
業
務
委
託
と
あ

る
。
そ
の
内
容
を
伺
う
。

౴
（
子
育
て
支
援
課
長
）

昨
年
、
小
学
校
５
年

生
と
中
学
校
２
年
生
と
保

護
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

結
果
を
元
に
、
県
の
方
針

に
沿
っ
た
報
告
書
を
作
成

す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

【
内
容
】

　

平
成
��
年
度
の
個
人
住

民
税
に
つ
い
て
、
所
得
税

と
同
様
に
給
与
所
得
控
除

や
基
礎
控
除
等
を
見
直
す

た
め
の
改
正
。
加
熱
式
た

ば
こ
等
の
課
税
方
式
の
見

直
し
を
含
め
、
た
ば
こ
税

の
見
直
し
を
行
う
た
め
の

改
正
。

【
内
容
】

　

基
礎
課
税
の
限
度
額
を

��
万
円
か
ら
４
万
円
を
引

き
上
げ
��
万
円
と
し
、
低

所
得
者
対
策
と
し
て
５
割

軽
減
の
対
象
世
帯
と
２
割

軽
減
の
対
象
世
帯
を
拡
充

す
る
た
め
の
改
正
。

໰
（
濱
﨑
議
員
）

カ
フ
ェ
テ
リ
ア
の
設

計
は
何
回
ぐ
ら
い
行
わ
れ

て
い
る
の
か
。

౴
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

設
計
は
、
平
成
��
年

度
よ
り
繰
越
し
て
い
る
。

入
札
を
４
回
実
施
し
て
お

り
そ
の
中
で
設
計
の
内
容

を
見
直
し
て
い
る
。

【
内
容
】

　

浄
化
セ
ン
タ
ー
機
械
濃

縮
棟
建
設
事
業
・
同
ガ
ス

タ
ン
ク
改
築
事
業
・
同
管

理
棟
耐
震
化
事
業
に
つ
い

て
繰
越
し
た
も
の
。

一
般
会
計

補
正
予
算（
質
疑
）

条
例
の

一
部
改
正

国
民
健
康
保
険
税
の

一
部
改
正（
専
決
処
分
）

税
条
例
の
一
部
改
正

（
専
決
処
分
）

人
事
案
件

報　

告

Ԙా　ົ
ㆿ㇇ㆄㆈㆄ

Ԟࢯ
ʢ্ொ۠ʣ

人
権
擁
護
委
員

平
成
��
年
度
一
般
会
計

繰
越
明
許
費

平
成
��
年
度
下
水
道

事
業
会
計
予
算
繰
越

し

平
成
��
年
度
一
般
会
計

事
故
繰
越
し

৹�ٞ�݁�Ռ　⿥શ議ҊՄܾ⿦

議Ҋ൪߸ ݅　　໊

前
田
美
和
子

中
川　

雅
明

福
本
み
や
子

大
森　

秀
久

竹
本　

信
次

荒
木　

睦
子

磯
野　
　

博

浦
邊　

朝
章

宮
本
哲
太
郎

濱
村　

芳
光

福
永　

栄
助

松
井　

一
也

濱
﨑　
　

久

徳
永　

範
昭

ঝೝୈ̍߸ 長洲町੫৚ྫ౳ͷҰ෦Λվਖ਼͢Δ৚ྫͷઐܾॲ෼ͷঝ
ೝΛٻΊΔ͜ͱʹ͍ͭͯ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ̋ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ

ঝೝୈ̎߸ 長洲町ࠃຽ݈߁อݥ੫৚ྫͷҰ෦Λվਖ਼͢Δ৚ྫͷઐ
ܾॲ෼ͷঝೝΛٻΊΔ͜ͱʹ͍ͭͯ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ̋ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ

ٞҊୈ19߸ ฏ੒�0೥౓長洲町Ұൠձิܭਖ਼༧ࢉʢୈ̍߸ʣʹ ͍ͭͯ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ̋ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ

ใࠂୈ̍߸ ฏ੒29೥౓長洲町Ұൠձ܁ܭӽ໌ڐඅͷใࠂʹ͍ͭͯ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ̋ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ

ใࠂୈ̎߸ ฏ੒29೥౓長洲町Ұൠձ܁ނࣄܭӽ͠ͷใࠂʹ͍ͭͯ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ̋ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ

ใࠂୈ̏߸ ฏ੒29೥౓長洲町ެڞԼਫಓۀࣄձܭ༧܁ࢉӽ͠ͷใ
͍ͯͭʹࠂ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ̋ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ

߸໰ୈ̍ࢾ ਓݖ༴ޢҕһͷਪનʹ͖ͭҙݟΛٻΊΔ͜ͱʹ͍ͭͯ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ̋ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ

ٞఏୈ̍߸ Ұ཯੍౓͓Αͼɺ։͔Εࠃ௿௞ۚͷ大෯Ҿ্͖͛ͱશ࠷
ॻݟΊΔҙٻ௿௞ۚ৹ٞձͷ͋ΓํΛ࠷ͨ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ̋ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ

੒ʜʓɹɹ൓ରʜʷɹɹࢍ ʢܽୀʣ੮ʜܽ
ˎٞ長͸දܾʹՃΘΓ·ͤΜɻ



4潮さい（H30.8.15 No.134）

Ұ ൠ ࣭ ໰

町
政
を
問
う

にはๅがいͬͺいʂݿごΈอ؅ݯࢿ

合
併
60
周
年
記
念
事
業
の
総
括
は

౴
成
功
と
思
う
、
今
後
も
町
民
と
一
緒
に
事
業
を
す
す
め
る

มΘりΏ͘ڷ౔ͷະདྷはएऀͷखで

໰
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
出

た
提
言
は
活
か
さ
れ

た
か
。

౴
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

情
熱
や
、
情
報
発
信

力
、
継
続
の
大
切
さ
を
頂

い
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
対
応
、

外
国
語
対
応
に
し
、
動
画

配
信
等
の
見
直
し
を
す
す

め
る
。
夕
日
を
活
用
し
た

イ
ベ
ン
ト
も
検
討
し
て
い
く
。

໰
振
興
計
画
『
若
者
を

活
か
し
た
魅
力
向
上

事
業
』
の
本
年
度
の
具
体

的
な
考
え
は
。

౴
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

町
内
の
若
者
た
ち
と

一
緒
に
金
魚
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
検
討
し
て

い
る
。
彼
ら
は
中
学
生
時

代
の
夢
づ
く
り
ト
ー
ク
の

経
験
を
活
か
し
実
際
に
関

わ
れ
る
と
喜
ん
で
い
る
。

中
学
生
に
向
け
て
は
夢
づ

く
り
ト
ー
ク
を
続
け
る
中

で
、
声
を
聴
い
て
い
く
。

小
学
生
に
つ
い
て
は
モ
ニ

タ
ー
事
業
と
し
て
愛
知
県

瀬
戸
市
へ
派
遣
事
業
を
予

定
し
て
お
り
、
交
流
体
験

で
得
た
声
を
ま
ち
づ
く
り

に
活
か
し
た
い
。

ご
み
減
量
化
と
資
源
化
へ
の
取
組
み
は

౴
保
管
庫
の
活
用
、
分
別
化
に
積
極
対
応

໰
資
源
ご
み
保
管
庫
が

未
設
置
の
区
へ
の
対

応
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

౴
（
住
民
環
境
課
長
）

４
区
が
未
設
置
だ
。

そ
れ
ぞ
れ
事
情
が
あ
る

が
、
減
量
化
、
資
源
化
の

効
果
や
導
入
を
説
明
し
て

い
く
。
更
に
積
極
的
な
有

効
活
用
に
も
対
応
し
て
い

く
。

໰
家
庭
用
て
ん
ぷ
ら
油

の
回
収
や
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
の
分
別
化
は
ど
う
す

す
め
て
い
く
の
か
。

౴
（
住
民
環
境
課
長
）

県
の
推
奨
運
動
の
一

環
で
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル

燃
料
と
し
て
再
生
利
用
さ

れ
る
の
で
積
極
的
に
Ｐ

Ｒ
し
て
い
く
。
ふ
た
と
ラ

ベ
ル
の
徹
底
分
別
で
リ
サ

イ
ク
ル
が
す
す
む
よ
う
広

報
や
回
覧
で
啓
発
し
て
い

く
。

໰
外
国
人
居
住
も
多
く

な
っ
て
い
る
状
況
下

で
ま
ち
の
美
化
や
ご
み
処

理
費
の
削
減
を
ど
う
考
え

る
か
。

౴
（
町
長
）

外
国
語
カ
レ
ン
ダ
ー

な
ど
で
ル
ー
ル
の
周
知
を

図
る
。
経
費
削
減
に
繋
が

る
よ
う
に
町
民
と
一
体
と

な
っ
て
ご
み
の
減
量
化
と

３
Ｒ
を
す
す
め
て
い
く
。

※
３
Ｒ（
ス
リ
ー
ア
ー
ル
）と
は

リ
デ
ュ
ー
ス（
発
生
抑

制
）・
リ
ユ
ー
ス（
再
使

用
）・
リ
サ
イ
ク
ル（
再

利
用
）の
総
称
で
す
。

෱ຊΈ΍ࢠ議һ
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Ұ ൠ ࣭ ໰

町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

子
ど
も
の
貧
困
対
策
、取
り
組
み
と
し
て
何
が
必
要
か

౴
情
報
の
共
有
、
施
策
を
検
討
・
実
施
す
る
中
で
、
関
係
機
関
や
地
域
と
連
携
を
図
るͲ͏なΔொӦॅ୐ͷޙࠓ

໰
子
ど
も
の
貧
困
実
態

調
査
か
ら
、
行
政
や

学
校
、
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
取
り
組
み
と
し
て
何

が
必
要
か
。

౴
（
町
長
）

子
ど
も
の
貧
困
は
、

家
庭
状
況
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
が
絡
み
合
っ
て
い

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

ま
ず
庁
内
で
情
報
を
共
有

し
、
施
策
を
実
施
・
検
討

す
る
中
で
関
係
機
関
や
地

域
と
連
携
を
図
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

໰
こ
の
調
査
か
ら
町
で

も
相
対
的
貧
困
率
を

算
出
す
る
か
伺
う
。

౴
（
子
育
て
支
援
課
長
）

町
の
今
後
の
対
策
を

考
え
る
上
で
十
分
な
も
の

に
な
る
よ
う
検
討
し
た

い
。

໰
町
の
集
計
と
報
告
が

で
き
上
が
る
の
は
、

い
つ
ぐ
ら
い
に
な
る
か
。

౴
（
子
育
て
支
援
課
長
）

年
内
に
は
で
き
上
が

る
よ
う
に
し
た
い
。

໰
調
査
の
中
で
、
学
校

生
活
や
授
業
に
つ
い

て
の
設
問
も
あ
る
が
、
こ

の
調
査
結
果
を
今
後
の
学

力
向
上
、
学
校
運
営
に
生

か
す
方
針
が
あ
る
か
伺
う
。

౴
（
学
校
教
育
課
長
）

各
学
校
に
も
こ
の
調

査
結
果
を
紹
介
し
て
い

る
。
今
後
、
学
校
は
楽
し

い
と
思
え
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
く
。

໰
県
の
調
査
結
果
を
分

析
し
た
方
を
講
師
に

招
き
講
演
会
を
検
討
で
き

る
か
伺
う
。

౴
（
子
育
て
支
援
課
長
）

講
演
会
に
つ
い
て
は

検
討
し
た
い
と
考
え
る
。

町
営
住
宅
の
戸
数
に
不
足
は
な
い
の
か

౴
お
お
む
ね
足
り
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る

໰
町
営
住
宅
は
昭
和
��

年
度
を
最
後
に
建
設

さ
れ
て
い
な
い
。
低
所
得

者
や
高
齢
者
、
障
が
い
者

を
意
識
し
て
戸
数
に
不
足

は
な
い
の
か
。

౴
（
町
長
）

平
成
��
年
度
の
入
居

倍
率
は
１
・
��
倍
と
な
っ

て
お
り
、
お
お
む
ね
足
り

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。

໰
町
営
住
宅
を
建
設
・

整
備
す
る
際
、
町
の

規
模
で
基
準
と
な
る
も
の

は
あ
る
か
伺
う
。

౴
（
建
設
課
長
）

公
営
住
宅
の
設
置
基

準
、
人
口
規
模
等
に
よ
る

基
準
等
は
な
い
。

໰
町
営
住
宅
が
最
後
に

建
て
ら
れ
て
か
ら
��

年
に
な
る
。
こ
の
間
、
民

間
の
ア
パ
ー
ト
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。

౴
（
建
設
課
長
）

過
去
��
年
で
言
え
ば

平
成
７
年
か
ら
平
成
��
年

で
１
９
４
世
帯
増
加
し
て

い
る
。

ஂ஍ผ੔උํ਑ ʢ町Ӧॅ୐長ण໋Խܭըʣ

ஂ஍ ʢ໊ߏ଄ผʣ ख๏ͷ༺׆
બఆ݁Ռ ੔උํ਑ ੔උܭը

ʢߏ଄ɾށڅڙ਺ʣ

ฏஂݪ஍ ؆қ଱Րฏ԰
ʢ20ށʣ

Ҡసཱସ
ʢ9ށ༻్ഇࢭʣ

Ҡసཱସۀࣄ
Λ͏ߦɻ

௿ɾத૚଱Ր
ʢ11ށʣ

Ҫඉ಺ஂ஍ ؆қ଱Ր2֊
ʢށ��ʣ Ҡసཱସ Ҡసཱସۀࣄ
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6潮さい（H30.8.15 No.134）

Ұ ൠ ࣭ ໰

町
政
を
問
う

地
域
産
業
の
活
性
化
に
向
け「
人
材
力
の
強
化
」を

౴
事
業
化
推
進
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
た
い

଴されͯいΔ௕ऱொ஍Ҭ঎ࣾظ

職
員
力・組
織
力
向
上
プ
ラ
ン
の
推
進
を

౴

人
事
評
価
を
活
用
し
た

人
材
育
成
に
取
り
組
み
た
い

໰
長
洲
町
地
域
商
社
は
、

地
域
の
産
品
を
都
市

部
や
全
国
、
海
外
に
売
り

込
む
会
社
で
あ
る
。
農
水

産
物
な
ど
地
域
の
魅
力
あ

る
産
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
販

路
を
生
産
者
に
代
わ
っ
て
、

新
た
に
開
拓
し
、
市
場
か

ら
収
益
を
引
き
出
せ
る
か
。

໰
職
員
一
人
ひ
と
り
が

「
仕
事
が
で
き
る
強

い
チ
ー
ム
」
に
少
し
で
も

近
づ
く
た
め
に
、
各
階
層

で
求
め
ら
れ
る
能
力
が
、

人
事
制
度
と
相
互
に
連
動

し
た
人
材
育
成
シ
ス
テ
ム

を
ど
う
進
め
て
い
る
か
。

౴
（
町
長
）

本
年
度
は
、
ふ
る
さ

と
納
税
の
返
礼
品
の
開
拓

や
地
場
産
品
を
活
用
し
た

商
品
開
発
、
六
次
産
業
化
、

雇
用
創
造
協
議
会
に
お
い

て
開
発
し
た
商
品
の
販
路

拡
大
等
に
取
組
み
、
地
域

産
業
を
活
性
化
し
た
い
。

౴
（
町
長
）

平
成
��
年
度
か
ら
人

事
評
価
制
度
を
取
り
入

れ
、
目
指
す
べ
き
職
員
像
、

階
層
別
に
求
め
ら
れ
る
能

力
、
地
域
貢
献
度
の
評
価

に
よ
り
職
員
の
指
導
、
育

成
を
図
っ
て
い
る
。

໰
新
事
業
展
開
す
る
地

域
産
業
に
、
事
業
化

支
援
等
業
務
を
行
う
人
材

の
強
化
が
で
き
な
い
か
。

౴
（
町
長
）

新
商
品
開
発
等
に
、

取
り
組
ん
で
い
る
地
域
産

業
に
事
業
化
支
援
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
業
務
を
行
う
、

事
業
化
推
進
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
を
配
置
し
た
い
。

໰
地
域
お
こ
し
協
力
隊

は
、
地
域
を
変
え
て

い
く
新
し
い
力
に
な
る
か
。

౴
（
町
長
）

地
域
外
の
新
し
い
発

想
の
人
材
を
受
け
入
れ
、

定
住
・
定
着
を
図
り
、
地

域
商
社
や
地
域
事
業
者
等

と
連
携
し
て
各
種
活
動
を

展
開
し
て
も
ら
い
、
地
域

の
活
性
化
を
目
指
し
た
い
。

໰
町
民
か
ら
の
信
頼
は
、

職
員
の
熱
意
と
能
力

に
よ
り
大
き
く
左
右
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、「
職
員
力
」

を
高
め
困
難
な
課
題
に
対

応
す
る
「
組
織
力
」
の
強

化
が
必
要
で
あ
る
。
職
員

一
人
ひ
と
り
が
能
力
開

発
・
働
き
方
改
革
に
本
気

で
取
り
組
む
組
織
風
土
づ

く
り
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

౴
（
町
長
）

人
事
評
価
の
結
果
を

各
課
長
か
ら
職
員
に
伝
え
、

ど
う
い
っ
た
能
力
や
行
動

が
足
り
な
い
の
か
を
職
員

一
人
ひ
と
り
が
把
握
し
、

職
員
の
力
を
組
織
の
力
と

し
て
発
揮
す
る
た
め
に
能

力
開
発
の
向
上
と
働
き
方

改
革
に
向
け
た
組
織
風
土

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。

ਓؒྗΛߴΊັྗ͋Δ৬һに

஛ຊ৴࣍議һ



7 潮さい（H30.8.15 No.134）

Ұ ൠ ࣭ ໰

町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

長
洲
町
地
域
雇
用
創
造
協
議
会
は
終
了
し
た
が
３
年
間
の
実
績
は

౴
開
発
し
た
商
品
等
を
生
か
し
、
雇
用
の
拡
大
に
つ
な
げ
る

௕ऱͷ͓い͠い৯΂もͷΛͲ͏ͧ

読
書
推
進
の
取
り
組
み
状
況

読
書
に
親
し
む
機
会
の
充
実
を
図
る

໰
事
業
拡
大
、
新
し
い

起
業
を
目
指
す
方
、

就
職
を
希
望
す
る
方
等
の

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
、
ま
た
、

地
域
ブ
ラ
ン
ド
商
品
開
発

に
取
り
組
ん
で
の
３
年
間

の
効
果
と
活
か
し
方
を
伺

う
。

໰
町
内
の
小
学
校
の
中

で
、
一
番
多
く
本
を

౴
（
町
長
）

町
県
、
商
工
会
、
農

協
、
地
域
事
業
者
、
地
域

住
民
等
に
よ
る
協
議
会
を

設
立
し
、
各
種
事
業
を

展
開
し
て
き
た
。
セ
ミ
ナ

ー
で
は
１
０
０
人
の
受
講

者
、
商
品
で
は
��
品
目
を

開
発
、
今
後
は
、
雇
用
の

読
ん
で
い
る
学
校
は
ど
こ

か
、
ま
た
、
そ
こ
の
取
り

拡
大
、
地
域
活
性
化
に
つ

な
げ
て
い
く
。

໰
��
品
目
開
発
さ
れ
、

そ
の
中
の
い
く
つ
が

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
品
と

加
わ
っ
た
の
か
。

౴
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

約
��
品
目
、
梨
ジ
ュ

ー
ス
、
ジ
ャ
ム
、
揚
げ
ニ

ン
ニ
ク
等
。

໰
町
内
の
創
業
、
起
業

の
状
況
と
、
ど
の
よ

う
な
関
わ
り
を
持
っ
て
い

る
の
か
。

౴
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

商
工
会
が
確
認
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
は
、
��
件

の
事
業
を
開
始
し
、
内
容

は
飲
食
店
、
美
容
室
、
パ

ソ
コ
ン
教
室
等
、
ま
た
、

後
継
者
も
出
来
て
い
る
こ

と
か
ら
、
今
後
も
連
携
し

て
取
り
組
ん
で
い
く
。

໰
雇
用
創
造
協
議
会
の

事
業
は
終
了
し
た

が
、
そ
れ
で
終
わ
り
で
は

な
く
、
何
ら
か
の
対
応
が

継
続
的
に
必
要
だ
と
思
う

が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
く
の
か
。

౴
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

３
年
間
の
厚
生
労
働

省
の
期
間
は
終
了
し
た
が
、

関
係
者
の
方
々
と
連
携
し
、

町
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

組
み
を
伺
う
。

౴
（
学
校
教
育
課
長
）

六
栄
小
学
校
で
、
目

標
を
定
め
、
学
校
と
児
童

と
で
、
共
有
し
、
児
童
が

意
欲
を
も
っ
て
読
書
活
動

に
取
り
組
む
こ
と
を
実
施

し
て
い
る
。

໰
有
明
圏
域
定
住
自
立

圏
形
成
協
定
の
も
と

広
域
的
総
合
図
書
館
の
利

用
現
状
を
伺
う
。

౴
（
教
育
長
）

２
市
２
町
の
住
民
の

教
養
の
向
上
及
び
文
化
の

発
展
の
目
的
で
始
め
、
貸

し
出
し
冊
数
、
利
用
状
況

と
も
、
か
な
り
の
効
果
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。

ͨ͘さΜಡΜでཉ͠いφʂ

議һࢠ໦ກߥ



8潮さい（H30.8.15 No.134）

Ұ ൠ ࣭ ໰

町
政
を
問
う

町
長
が
望
む
1�
人
学
級
、本
町
の
教
育
に
必
要
な
も
の
だ

౴
適
正
な
教
育
を
慎
重
に
検
討
し
、判
断
す
る
必
要
が
あ
る

統
廃
合
が
優
先
順
位
が
高
く

重
要
で
は
な
い
か

౴

今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る

໰
平
成
��
年
第
１
回
定

例
会
の
一
般
質
問
で

将
来
の
長
洲
町
に
つ
い
て

お
尋
ね
し
た
。
そ
の
中
の

町
長
答
弁
で
「
教
育
と
は

徳
育
、
知
育
、
体
育
、
こ

れ
を
学
ぶ
場
で
あ
り
、
��

໰
中
学
校
の
課
題
を
考

え
る
と
、
統
廃
合
と

少
人
数
学
級
は
別
に
考
え

な
い
と
い
け
な
い
。
本
町

に
中
学
校
が
２
校
存
在
す

人
学
級
と
か
を
私
は
進
め

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。」
と
述
べ
ら
れ
た
。

大
変
に
す
ば
ら
し
い
こ
と

だ
。
早
急
に
進
め
て
ほ
し

い
。

る
問
題
、
課
題
を
少
し
で

も
解
決
す
る
の
が
優
先
順

位
が
高
く
、
重
要
と
考
え

ら
れ
な
い
か
。

౴
（
町
長
）

��
人
学
級
に
す
る
こ

と
で
目
が
行
き
届
き
や
す

く
、
き
め
細
か
な
指
導
が

で
き
る
な
ど
、
理
想
的
で

あ
る
と
述
べ
た
も
の
で
あ

り
、
い
ろ
ん
な
課
題
も
あ

る
。
適
正
な
教
育
を
慎
重

に
検
討
し
、
判
断
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

໰
ど
の
よ
う
な
手
続
き

を
踏
ん
で
い
け
ば
��

人
学
級
に
で
き
る
の
か
。

౴
（
学
校
教
育
課
長
）

学
級
に
関
し
て
は
、

教
育
委
員
会
の
自
由
な
裁

量
で
学
級
数
の
編
成
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

໰
教
職
員
の
配
置
は
。

౴
（
学
校
教
育
課
長
）

熊
本
県
に
お
い
て
は
、

１
、
２
年
生
が
��
人
学
級
、

３
〜
６
年
生
が
��
人
学
級

と
な
っ
て
い
る
。
不
足
分

の
教
職
員
に
関
し
て
は
、

教
員
給
与
の
３
分
の
２
を

県
が
負
担
す
る
と
な
っ
て

お
り
、
市
町
村
独
自
で
、

非
常
勤
職
員
扱
い
や
、
非

正
規
の
教
育
で
す
る
と
か

で
実
際
に
配
置
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
見
ら
れ
る
。

໰
今
後
の
出
生
率
や
出

生
者
数
を
見
る
と
１

学
年
に
１
ク
ラ
ス
に
推
移

し
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ

る
。
こ
の
流
れ
を
解
消
す

る
考
え
は
。

౴
（
教
育
長
）

き
め
細
か
な
教
育
は

現
場
に
い
る
と
き
か
ら
も

う
十
分
ひ
し
ひ
し
と
感
じ

て
い
た
。
国
の
財
政
、
県

の
財
政
を
考
え
る
と
非
常

に
厳
し
い
現
実
を
現
場
に

は
突
き
つ
け
ら
れ
て
い

る
。
現
在
は
県
の
ほ
う
に
、

少
人
数
指
導
の
加
配
を
お

願
い
し
て
、
１
つ
の
ク
ラ

ス
を
２
つ
に
分
け
て
と
い

う
方
法
を
、
学
校
現
場
サ

イ
ド
で
と
っ
て
い
る
。

౴
（
教
育
長
）

本
町
の
中
学
校
は
、

一
番
厳
し
い
職
員
配
当
校

で
な
い
か
と
思
う
。
兼

務
さ
れ
て
い
る
先
生
が
い

て
弊
害
的
な
こ
と
も
あ
り
、

今
後
、
長
洲
町
の
教
育
を

ど
う
す
る
か
と
い
う
検
討

課
題
に
な
る
か
と
考
え
る
。

৔はまͬͨな͠ݱ

౷ഇ߹ΛਐΊ ɺͯखް͘༧ࢉΛ��
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9 潮さい（H30.8.15 No.134）

Ұ ൠ ࣭ ໰

町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

災
害
時
の
安
全
対
策
は
十
分
か

౴
関
係
団
体
で
防
災
協
議
・
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
る

௨ֶ࿏に͋ΔϒϩοΫญ

通
学
路
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
安
全
か

౴

再
度
点
検
を
行
い
た
い

໰
災
害
時
の
安
全
対
策

に
つ
い
て
町
の
考
え

は
。౴

（
町
長
）

毎
年
、
防
災
会
議
や

水
防
会
議
を
開
催
、
関
係

機
関
や
団
体
で
防
災
協
議

と
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
る
。

　

風
水
害
や
地
震
災
害
を

想
定
し
た
情
報
伝
達
訓
練

や
消
防
団
の
指
揮
訓
練
等

も
行
っ
て
い
る
。

໰
昨
年
の
北
部
九
州
の

よ
う
な
豪
雨
が
あ
っ

た
場
合
、
冠
水
対
策
や
浸

水
対
策
は
十
分
か
。

౴
（
総
務
課
長
）

甚
大
な
被
害
が
想
定

さ
れ
る
場
合
は
、
避
難
勧

告
等
の
適
正
な
対
応
が
必

要
に
な
る
。

໰
通
学
路
の
安
全
対
策

に
つ
い
て
、
危
険
個

所
の
把
握
は
出
来
て
い
る

か
。
見
回
り
等
地
域
と
の

連
携
は
取
れ
て
い
る
か
。

౴
（
町
長
）

青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
カ

ー
に
よ
る
行
政
パ
ト
ロ
ー

ル
・
地
域
見
守
り
隊
と
の

連
携
に
よ
り
、
危
険
個
所

の
把
握
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
防
犯
灯
の
設
置
や

横
断
歩
道
の
区
画
線
の
修

繕
整
備
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

の
設
置
等
安
全
対
策
を
行

っ
て
い
る
。

໰
大
阪
地
震
で
は
ブ
ロ

ッ
ク
塀
が
倒
れ
児
童

が
亡
く
な
る
事
故
が
発
生

し
て
い
る
。
ブ
ロ
ッ
ク
塀

の
危
険
性
は
高
い
。
本
町

の
通
学
路
に
あ
る
ブ
ロ
ッ

ク
塀
の
安
全
性
の
把
握
は

出
来
て
い
る
か
。

౴
（
学
校
教
育
課
長
）

学
校
敷
地
内
に
は
ブ

ロ
ッ
ク
塀
は
な
い
が
、
通

学
路
に
は
個
人
の
ブ
ロ
ッ

ク
塀
が
存
在
す
る
。
今
回

の
痛
ま
し
い
事
案
を
受
け
、

再
度
点
検
を
行
っ
て
い
き

た
い
。

໰
危
険
個
所
の
把
握
は

出
来
て
い
る
か
。
ま

た
避
難
訓
練
等
は
行
っ
て

い
る
か
。

౴
（
町
長
）

急
傾
斜
崩
壊
危
険
地

区
や
、
道
路
冠
水
の
あ
っ

た
箇
所
を
防
災
マ
ッ
プ
に

掲
載
し
て
い
る
。
住
民
の

避
難
訓
練
は
、
町
内
の
自

主
防
災
組
織
で
災
害
に
備

え
た
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。

౴
（
教
育
長
）

子
ど
も
見
守
り
隊
は

４
小
学
校
で
１
８
０
人
の

方
に
協
力
を
頂
い
て
い

る
。
子
ど
も
１
１
０
番
の

家
は
町
内
１
６
０
カ
所
と

な
っ
て
い
る
。�

໰
子
ど
も
見
守
り
隊
の

方
々
に
は
大
変
な
ご

苦
労
を
か
け
て
い
る
。
そ

こ
で
通
学
路
に
当
た
る
地

域
の
皆
様
に
も
自
宅
前
で

通
学
時
間
帯
に
児
童
生
徒

に
声
か
け
を
し
て
も
ら
っ

て
は
ど
う
か
伺
う
。

౴
（
教
育
長
）

そ
う
い
う
挨
拶
運
動

を
か
ね
た
見
守
り
の
心
が

け
が
広
が
る
こ
と
を
希
望

し
て
い
る
。

໰
漁
業
従
事
者
の
現
状

と
若
手
育
成
に
つ
い

て
伺
う
。

උ͑͋れ͹༕いな͠

౴
（
町
長
）

��
年
度
、
町
組
合
員

数
��
名
、
そ
の
う
ち
海
苔

４
名
、
ア
サ
リ
��
名
、
そ

の
他
��
名
で
あ
る
。
後
継

者
育
成
事
業
と
し
て
、
海

苔
養
殖
支
援
事
業
を
創

設
、
４
名
が
後
継
者
と
し

て
参
加
し
て
い
る
。

໰
事
業
の
年
数
と
補
助

金
に
つ
い
て
伺
う
。

౴
（
農
林
水
産
課
長
）

平
成
��
年
度
か
ら
３

カ
年
、
事
業
の
補
助
金
は

５
０
０
万
円
だ
。

Ӝᬑேষ議һ
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町
政
を
問
う

第
５
次
長
洲
町
総
合
振
興
計
画
の
進
捗
状
況
は

౴
計
画
に
掲
げ
た
事
業
は
、ほ
ぼ
実
施
で
き
て
お
り
、
計
画
ど
お
り
進
ん
で
い
る

長
洲
町「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
」創
生
総
合
戦
略
計
画
の
進
捗
状
況
は

౴
31
年
度
を
目
標
と
し
た
さ
ら
な
る
事
業
の
充
実
を
図
っ
て
い
く

໰
後
期
基
本
計
画
で
新

た
な
施
策
立
案
さ
れ

た
が
、
そ
の
理
由
は
。

౴
（
町
長
）

新
し
く
位
置
づ
け
た

主
な
取
り
組
み
と
し
て
子

ど
も
の
貧
困
対
策
、
ラ
イ

フ
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
た

子
育
て
支
援
、
新
産
業
新

技
術
の
育
成
、
魅
力
あ
る

中
心
市
街
地
の
創
出
、
適

切
な
居
住
環
境
の
確
保
、

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
よ
る
地
域

優
良
賃
貸
住
宅
の
整
備
の

６
つ
の
項
目
を
追
加
し

た
。
子
ど
も
の
貧
困
対
策

や
空
家
対
策
、
地
方
創
生

に
関
す
る
新
た
な
法
律
の

制
定
と
い
っ
た
国
県
等
の

動
き
や
社
会
情
勢
の
変
化

を
踏
ま
え
て
、
新
た
に
施

策
を
打
ち
出
し
た
。

໰
こ
れ
ま
で
完
了
し
た

施
策
は
あ
る
の
か
。

౴
（
町
長
）

施
策
の
内
容
を
表
現

等
の
見
直
し
を
行
っ
た
施

策
は
あ
る
が
、
完

了
し
た
施
策
は
な

い
。

໰
施
策
の
予
算

化
さ
れ
な
か

っ
た
事
業
は
あ
る

か
。
あ
れ
ば
そ
の

理
由
は
。

౴
（
町
長
）

に
ぎ
わ
い
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
、
新
た

な
交
流
拠
点
と
し

て
海
の
駅
の
整
備

を
計
画
し
て
い
た

が
、
関
係
者
と
の

໰
総
合
戦
略
計
画
は
、

重
要
業
績
評
価
指
標

Ｋ
Ｐ
Ｉ
が
設
定
さ
れ
、
進

捗
管
理
さ
れ
て
い
る
と
思

う
が
、
こ
れ
も
残
り
２
年

あ
ま
り
と
な
っ
た
が
、
進

捗
状
況
は
。

౴
（
町
長
）

総
合
戦
略
に
お
け
る

４
つ
の
基
本
目
標
を
達
成

す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
の
展
開
を
図
り
、
��

年
度
を
目
標
と
し
た
さ
ら

協
議
に
よ
り
、
事
業
の
実

施
に
至
っ
て
い
な
い
。
新

産
業
、
新
技
術
の
育
成
に

つ
い
て
は
、
水
産
関
連
施

設
に
関
す
る
国
の
研
究
機

関
の
誘
致
を
目
指
し
た
が

厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
魅

な
る
事
業
の
充
実
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

໨ඪୡ੒ɺେৎ෉͔

力
あ
る
中
心
市
街
地
の
創

出
に
つ
い
て
は
、
利
便
性

の
高
い
土
地
利
用
を
推
進

す
る
と
し
て
い
た
が
、
一

ノ
割
地
区
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
地
権
者
等
の
理
解

が
得
ら
れ
ず
、
事
業
を
中

止
、
出
町
区
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
事
業
内
容
を
見

直
し
、
町
有
地
を
活
用
し

た
宅
地
開
発
を
推
進
す
る

事
業
へ
の
見
直
し
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

いΔͷ͔ͯͬߦը௨りにܭ

෱Ӭӫॿ議һ
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町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

金
魚
村
の
使
用
と
管
理
に
つ
い
て

౴
調
査
し
、
報
告
す
る

長
洲
中
学
校
の

教
育
現
場
の
実
態
に
つ
い
て

街
路
計
画
下
の
墓
地
売
却
に
つ
い
て

౴
在
職
し
て
い
た
学
校
で
は
、

気
に
な
る
生
徒
の
情
報
を
共
有
し
て
い
た

౴
適
正
に
処
理
を
行
っ
た
と
思
っ
て
い
る

໰
気
に
な
っ
て
い
る
生

徒
に
つ
い
て
の
情
報

໰
墓
地
埋
葬
等
の
法
律

に
よ
り
、
規
則
６
条
、

７
条
に
よ
る
使
用
者
の
氏

名
住
所
な
ど
の
帳
簿
や
図

面
は
備
え
て
い
る
か
。

౴
（
住
民
環
境
課
長
）

記
録
は
な
い
。

໰
無
縁
仏
と
し
て
、
長

洲
霊
堂
に
眠
れ
る
無

縁
仏
様
は
安
置
さ
れ
て
お

ら
れ
る
。
問
わ
れ
る
の
は

地
表
に
形
が
な
く
な
り
、

交
換
や
、
校
内
研
修
は
ど

う
し
て
い
る
か
。

　

危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル

は
そ
な
え
て
い
る
か
。

౴
（
教
育
長
）

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
存
在

し
て
い
る
。

　

内
容
は
、
対
応
に
つ
い

て
明
記
し
て
い
る
。

今
も
な
お
、
地
下
に
ひ
っ

そ
り
埋
れ
た
ま
ま
、
道
路

の
下
に
な
っ
て
お
ら
れ
る

仏
様
は
お
ら
れ
な
い
の
か
、

過
去
の
公
共
工
事
で
も
、

髪
の
毛
が
異
様
に
伸
び
た

ご
遺
体
が
出
現
し
、
そ
の

ま
ま
埋
め
戻
し
た
事
案
も

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

౴
（
住
民
環
境
課
長
）

法
に
基
づ
い
た
手
続

き
の
上
で
、
墓
地
改
葬
を

行
っ
て
い
る
。

　

そ
の
遺
骨
に
つ
い
て

は
、
町
の
納
骨
堂
に
納
め

て
お
り
春
と
秋
に
は
供
養

を
行
っ
て
い
る
。

ଜڕͷۚگζαϯな؅ཧঢ়　ৣࢪແؒ࣌��

དྷ೥݄̏に׬੒༧ఆͷಓ࿏

໰
こ
の
４
年
間
た
び
た

び
質
問
し
、
指
摘
し

て
い
る
が
、
町
の
財
産
で

あ
る
金
魚
村
を
放
置
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

౴
（
町
長
）

活
用
検
討
委
員
会
の

提
案
を
受
け
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

໰
施
設
の
管
理
は
ズ
サ

ン
過
ぎ
る
と
思
わ
な

い
か
。

౴
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

事
実
関
係
を
認
識
し

て
い
な
い
の
で
、
調
査
後

報
告
す
る
。

ᖛ⃻　ٱ議һ
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町
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を
問
う

安
全
な
暮
ら
し
の
た
め
に
更
な
る
見
守
り
体
制
の
充
実
を

౴
地
域
や
企
業
と
連
携
を
図
っ
て
い
く

͋なͨΛ͔ݥةΒकります

໰
高
齢
者
や
子
ど
も
た

ち
の
安
心
安
全
な
見

守
り
体
制
の
現
状
を
伺
う
。

౴
（
町
長
）

地
域
の
方
が
行
う
見

守
り
と
共
に
民
間
事
業
者

と
協
定
を
締
結
し
、
見
守

り
の
協
力
体
制
を
構
築
し

て
い
る
。
さ
ら
に
防
犯
カ

メ
ラ
も
設
置
し
て
い
る
。

౴
（
教
育
長
）

青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
カ

ー
巡
回
や
愛
情
ね
っ
と

他
、
見
守
り
の
情
報
提
供

の
体
制
は
整
っ
て
い
る
。

໰
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

基
準
は
。

౴
（
総
務
課
長
）

市
と
町
の
境
に
設
置

し
て
い
る
。
今
年
度
は
、

町
内
主
要
箇
所
及
び
各
小

中
学
校
周
辺
に
設
置
し
て

い
く
。

໰
事
件
発
生
時
、
運
用

に
お
い
て
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
化
及
び
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
保
護
の
面
か
ら
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
は
万
全
か
。

౴
（
総
務
課
長
）

マ
ニ
ュ
ア
ル
化
は
出

来
て
い
る
。
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
対
策
も
二
重
施
錠
や
警

報
音
な
ど
万
全
で
あ
る
。

໰
設
置
台
数
と
撮
影
範

囲
は
必
要
最
小
限
と

あ
る
が
そ
の
意
図
は
。

౴
（
総
務
課
長
）

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保

護
の
為
、
不
必
要
な
設
置

と
撮
影
は
行
わ
な
い
と
規

定
し
て
い
る
。

໰
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ

ー
は
そ
の
特
性
か
ら

動
く
防
犯
カ
メ
ラ
と
考
え

ら
れ
る
。
安
全
な
町
づ
く

り
の
た
め
に
は
有
効
で
あ

る
と
考
え
る
が
、
公
用
車

に
設
置
し
、
見
守
り
体
制

を
職
員
み
ず
か
ら
構
築
し

て
は
ど
う
か
。

౴
（
総
務
課
長
）

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ

ー
の
設
置
は
、
有
効
で
あ

る
。
青
パ
ト
を
含
め
、
公

用
車
に
計
画
的
に
数
年
で

の
整
備
を
進
め
て
い
く
。

に͓はよؾݩ೔もࠓ ʂ͏

໰
人
の
目
に
よ
る
見
守

り
も
必
要
だ
が
見
守

り
隊
の
存
続
が
難
し
い
状

況
で
あ
る
。
継
続
し
て
い

く
に
は
、
地
域
の
方
の
生

活
の
中
で
下
校
時
間
に
合

わ
せ
水
や
り
を
す
る
、
草

取
り
を
す
る
な
ど
見
守
り

が
自
然
に
行
わ
れ
る
事
が

必
要
で
あ
る
。
そ
の
為
に

も
、
学
校
と
地
域
の
連
携

が
重
要
と
考
え
る
が
。

౴
（
学
校
教
育
課
長
）

地
域
の
協
力
が
必
ず

必
要
で
あ
る
。
学
校
と
地

域
が
協
働
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
導
入

に
向
け
て
準
備
を
し
て
い

る
。

໰
見
守
り
体
制
を
強
化

す
る
た
め
民
間
事
業

者
と
、
締
結
を
結
ん
で
い

る
が
、
情
報
の
共
有
化
は

で
き
て
い
る
か
。

౴
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

共
有
化
は
図
っ
て
い

な
い
。

໰
情
報
交
換
を
行
う
な

ど
各
事
業
所
と
の

「
み
ま
も
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
づ
く
り
が
必
要
と
考

え
る
が
。

౴
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

情
報
を
共
有
す
る
会

議
の
開
催
を
前
向
き
に
進

め
て
い
く
。

見
守
り
隊
の
存
続
に
は

地
域
と
学
校
の
連
携
が
必
要
で
は

౴
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
の

導
入
を
図
る

લాඒ࿨ࢠ議һ
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７
月
��
日
㈫
〜
��
日
㈭

　

１
日
目
、
東
京
都
の
全
国
町
村

議
員
会
館
で「
議
長
会
広
報
ク
リ
ニ

ッ
ク
」を
受
講
し
た
。
講
師
の
吉
村

潔
氏
よ
り
表
紙
の
写
真
、
見
出
し

の
表
現
、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
の
役
割
、

文
章
の
表
現
、
割
付
け
配
分
等
の

内
容
の
説
明
を
受
け
た
。

　

２
日
目
、
昨
年
度
に
全
国
町
村

議
会
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
に
て
最
優

秀
賞
を
受
賞
さ
れ
た
埼
玉
県
寄
居

町
に
て「
議
会
だ
よ
り
編
集
に
係
る

取
組
み
等
に
つ
い
て
」視
察
研
修
を

実
施
し
た
。
町
民
の
側
に
立
っ
た

わ
か
り
や
す
い
見
出
し
や
写
真
を
効

果
的
に
活
用
す
る
方
法
を
学
ん
だ
。

　

こ
の
視
察
研
修
で
学
ん
だ
こ
と

を
今
後
の
紙
面
づ
く
り
に
活
か
し

て
い
き
た
い
。

ҕһ会
ใ　ࠂ

ݚ࡯ࢹ
मใࠂ

　

町
県
民
税
・
固
定
資
産
税
な
ど

の
現
年
度
分
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
の
成
果
も
あ
り

��
％
を
超
え
る
収
納
率
と
な
っ
て

い
る
。
し
か
し
同
税
な
ど
の
滞
納

繰
越
分
に
つ
い
て
は
、
収
納
率
が

��
％
に
留
ま
る
な
ど
早
急
な
対
策

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

今
後
も
、
引
き
続
き
滞
納
者
へ

の
納
税
相
談
や
催
告
及
び
生
活
困

窮
者
へ
の
支
援
等
を
丁
寧
に
行
い

な
が
ら
、
自
主
納
付
を
促
す
取
り

組
み
を
推
進
す
べ
き
と
考
え
る
。

◯
先
進
自
治
体
の
主
な
取
り
組
み

◦
滞
納
金
額
の
大
き
さ（
ラ
ン
ク
）

に
応
じ
て
、
担
当
者
を
配
置
。

◦
債
権
管
理
条
例
の
制
定
施
行
。

◦
滞
納
繰
越
金
額
・
差
押
件
数
の

減
少
。

◦
税
以
外
の
徴
収
率
も
上
昇
し
税

の
徴
収
率
も
上
昇
さ
せ
る
波
及

効
果
を
生
ん
だ
。

総
務
保
健
福
祉

常
任
委
員
会

広
報
調
査

特
別
委
員
会

೤৺にड͠ߨɺൃ׆なҙ׵ަݟΛͨͬߦ

　

非
正
規
雇
用
労
働
者
は
、
現

在
、
全
労
働
者
の
４
割
に
お
よ

び
、
年
収
３
０
０
万
円
未
満
で

働
く
人
は
全
労
働
者
の
６
割
近

く
に
達
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の

た
め
個
人
消
費
が
落
ち
込
み
、

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
人
口
減

少
が
全
国
的
に
広
が
り
、
社
会

経
済
に
深
刻
な
影
を
落
と
し
て

い
る
。
日
本
の
最
低
賃
金
は
都

道
府
県
ご
と
に
４
つ
の
ラ
ン
ク

に
分
け
ら
れ
、
東
京
と
熊
本
を

比
較
す
る
と
３
割
近
い
格
差
が

生
じ
て
お
り
、
熊
本
の
最
低
賃

金
額
は
全
国
最
低
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
賃
金
格
差
の
結
果
、

若
者
は
仕
事
と
豊
か
さ
を
求
め

て
都
市
部
へ
流
出
し
、
地
方
は

過
疎
化
と
高
齢
化
が
進
み
、
地

域
経
済
は
ま
す
ま
す
疲
弊
し
、

活
力
が
奪
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
改
善
す
る

た
め
に
、
左
記
の
事
項
に
つ
い

て
措
置
を
講
じ
ら
れ
る
よ
う
強

く
要
望
す
る
。

　

１
つ
、
最
低
賃
金
は
最
低
生

活
費
を
満
た
す
金
額
と
し
、
雇

用
戦
略
対
話
に
お
け
る
最
低
賃

金
引
き
上
げ
に
関
す
る
合
意
に

基
づ
き
、
で
き
る
限
り
早
期
に

全
国
最
低
８
０
０
円
を
確
保

し
、
２
０
２
０
年
ま
で
に
全
国

平
均
１
，
０
０
０
円
を
目
指
す

を
達
成
す
る
こ
と
。

　

２
つ
、
全
国
一
律
最
低
賃
金

制
度
の
確
立
等
、
地
域
間
格
差

を
縮
小
さ
せ
る
た
め
の
施
策
を

進
め
る
こ
と
。

　

３
つ
、
中
央
最
低
賃
金
審
議

会
等
の
労
働
者
側
委
員
は
特
定

系
統
の
団
体
の
み
か
ら
選
任
さ

れ
続
け
て
お
り
、
各
労
働
団
体

か
ら
バ
ラ
ン
ス
よ
く
選
出
し
、

同
審
議
会
等
や
専
門
部
会
の
公

開
性
を
高
め
、
非
正
規
雇
用
労

働
者
が
意
見
陳
述
す
る
機
会
を

必
ず
設
け
る
こ
と
。

　

４
つ
、
最
低
賃
金
違
反
を
根

絶
す
る
た
め
、
労
働
基
準
監
督

官
を
大
幅
に
増
員
し
、
監
督
行

政
の
強
化
を
図
る
こ
と
。

国（
厚
生
労
働
大
臣
）へ

意
見
書
を
提
出

本
会
議

『
採
択
』全
員
賛
成

ॻఏग़ݟ΁ҙࠃ
最低賃金の大幅引き上げと全国一律制度および、
開かれた最低賃金審議会のあり方を求める意見書
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次の定例会は

開会の予定です

˞Ұൠ࣭໰ͷ಺༰はொϗʔϜϖʔδで
　Ӿ覧で͖ます。

皆さん傍聴に出てこんね！

次の定例会は
皆さん傍聴に出てこんね！皆さん傍聴に出てこんね！皆さん傍聴に出てこんね！

˙໰い߹Θͤઌ

ి࿩　
議会ࣄ຿ہ

７８－３２９１

खଓ͖͸ॅॴɾ໊ࢯɾ೥ྸΛॻ͚ͩ͘Ͱ͢

14潮さい（H30.8.15 No.134）「ながす議会だより 潮さい」は　　　　　　　　　　　でもご覧になれます。長洲町議会 検  索

ひ
と
言

ひ
と
言

ひ
と
言

ひ
と
言

ひ
と
言

ひ
と
言

ひ
と
言

ひ
と
言

ひ
と
言

　

今
回
、
西
日
本
を
襲
っ

た
豪
雨
災
害
を
目
の
当
た

り
に
し
て
改
め
て
こ
の
国

が
災
害
の
多
い
こ
と
を
痛

感
さ
れ
た
方
も
多
い
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。

　

��
年
に
一
度
の
大
雨
と

言
う
が
、
日
頃
か
ら
様
々
の

災
害
に
対
し
ど
う
備
え
れ

ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
特

に
救
命
に
つ
い
て
は
、
行
政

に
の
み
頼
れ
な
い
場
面
も

多
く
、
や
は
り
地
域
の
仲
間

意
識
や
集
団
の
力
に
依
存

し
つ
つ
も
、
よ
り
緻
密
な

連
携
網
を
構
築
し
な
が
ら
、

対
応
力
を
身
に
つ
け
て
お

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

さ
せ
ら
れ
た
。�

（
大
森
）
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広
報
委
員

委
員
長
　
濱
村
　
芳
光

副
委
員
長
　
前
田
美
和
子

委
　
員
　
中
川
　
雅
明

委
　
員
　
大
森
　
秀
久

委
　
員
　
荒
木
　
睦
子

委
　
員
　
磯
野
　
　
博

委
　
員
　
福
永
　
栄
助

発
行
責
任
者

議
　
長
　
徳
永
　
範
昭

Ӝ໺　ཬඒさΜʢԼ౦۠ʣ

傍聴席から一言

町民の声

ɹٞࣄを一೔த๣ௌすΔのはେม。ٞձはε

ϜʔζͳٞࣄਐߦのͨΊඞཁͳ৘ใはもͬとߦ

੓ଆとすΓ߹Θͤ、ؒ࣌୹ॖをਤͬてもྑい。

。੓は質問にؔして、もͬと۩ମతͳ౴หをߦ

݁、தの՝୊は౼ݕ Ռ΍ݱঢ়のਐ௙ঢ়گをެද

すΔࣄもඞཁ。ͦ のଞࣄͨ͡ײはいΖいΖ༗Γ

まし͕ͨ、ٞ һとߦ੓ଆはͲͪΒもॅຽのੜ׆

をྑ͘しΑ͏とのࢥいは一ॹ。質ٙԠ౴͕Ͳの

༷にߦΘΕていΔの͔、ॅ ຽとしてઌͣは࣮ࡍ

にٞ৔に出͔͚͡ײてΈては೗ԿͰしΐ͏͔。

ɹڵຯͰ࢝Ί͓ͨ՛࡞ࢠΓ͕ޱίϛͰ͕ͬ޿て

ຊ、ԕ͘はେ෼、෱Ԭ͔ΒもशいにΈ͑てい۽

ます。ۙ࠷の৯ੜ׆は、खܰにศརͳもの、͓ い

しいもの͕खにೖΓます。し͔しख࡞Γにͩ͜

ΘΓ҆৺҆શͳものを৯୎にฒ΂ΔとՈ଒の݈

。कΒΕます͕߁

ɹ৯ҭを௨してຊ౰のຯ֮をҭてΔ͜と͕Ͱ͖

ͨΒྑいͳ͊とͬࢥています。

ɹͨ͘͞Μのํʑと一ॹにいͭまͰも݈߁Ͱָ

しい೔ʑ͕すͤ͝Δ༷、ࠓ೔も͓いしいύϯを

মいています。

ொຽͷͻΖ͹

લా　ढ़඙さΜʢүொ۠ʣ


